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お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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京都工芸繊維大学生協

春風祭
取り組み概要
日時：4/17(水) 16:00~19:30

4/18(木) 17:30〜20:30
場所：オルタス前
参加者数：約300人

POINT.1

お祭り企画は、コロナ禍以前は毎年行っていた企画でしたが、コロ
ナの流行を受け、ここ数年は実施されていませんでした。今年は、
「以前のような大規模な企画をやりたい！」とBee’hiveメンバーの強
い希望があって復活。2年間の思いが詰まった企画となりました。
開催にあたっては、ノウハウが受け継がれておらず、苦労したこと

も多かったようです。当日はBee’hive以外の局も協力して、活気にあ
ふれた春風祭を開催することができていました。

コロナ前の規模の企画を復活

POINT.2

春風祭の宣伝は、XやInstagramなどのSNSだけにとどまらず、構内
に立て看板を立てるなど、SNSをフォローしていない人にも目がとま
るように工夫した宣伝を行っていました。
また、企画の宣伝はついつい1回きりの発信で終わることが多いと

思います。春風祭の宣伝では、当日の様子をアップしたり、準備状況
を伝えたりと、前段階の宣伝だけでとどまらず何度も発信されていま
した。

効果的な宣伝

概要：Bee‘hive主催のお祭り企画。射的
などのゲーム屋台やわたあめなどのフー
ド屋台が立ち並び、全面的に学生委員会
が企画・運営を行っている。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 米田 早希 ] 

Yoneda.Saki@univ.coop

POINT.3

開催日の１日目の水曜は、多くの課程（学科）で５限目の17：
50まで授業があることが多いようです。組合員の授業や生活を分
析して日程を決めたことで、組合員が参加しやすい環境を整える
ことができました。その結果、想定の3倍の売り上げとなりました。
また、4月は新入生が入学し、新しいサークルを探す時期でもあ

ります。その時期に学生委員会だけでお祭り企画を行うことで、
新入部員獲得にも繋げることができていました。

ナイスな実施時期
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